
埼玉版お遍路 江戸期の足跡
弘
法
大
師

・
空
海

（
７
７
４

，
８
３
５
年
）

ゆ
か
り
の
寺
８８
カ
所
を
巡
る
四
国
八
十
八
札
所

霊
場

（
お
遍
路
）
を
そ

っ
く
り
模
し
た
八
十
八

霊
場
が
、
埼
玉
に
も
あ
る
。
江
戸
時
代
の
１
８

１
２
年
に
越
生
町
の
法
恩
寺
山
主
が
定
め
た

「武
州
八
十
八
霊
場
」
だ
。
こ
の

「埼
玉
版
お

遍
路
」
を
元
大
学
教
授
が
踏
査
し
、
解
説
本
を

作

っ
た
。

約
１５
年
前
に
武
州
八
十
八
番
の
札
所
で
最
初
に
訪
れ
た
と

い
う
延
命
寺
の
本
堂
前
で
語
る
大
舘
さ
ん
＝
川
越
市
笠
幡

約
１５
年
か
け
て
武
州
八
十
八
霊
場
を

踏
査
し

「幻
の
武
州
八
十
八
霊
場
　
埼

玉
の
古
寺
を
た
ず
ね
て
」

（さ
き
た
ま

封
刹
権
鳴

晋

靴
灘

貯
噺
蠍
晰
燕

大
舘
さ
ん
に
よ
る
と
、
八
十
八
霊
場

を
各
地
に

コ
ピ
ー
す
る

「写
し
」
は
、

弘
法
大
師
千
年
忌
の
時
期
の
化
政

・
天

保
年
間

（
１
８
０
４
ヽ
４４
年
）
に
大
流

行
し
、
日
本
各
地
に
千
件
も
の
八
十
八

霊
場
が
誕
生
し
た
。

四
国
霊
場
を
巡
る

「お
遍
路
」
は
険

し
い
山
川
を
ゆ
く
難
行
で
、
庶
民
に
は

経
済
的
な
負
担
も
大
き
か

つ
た
。
そ
れ

で
も

「信
仰
心
を
深
め
た
い
」
と
の
要

望
に
応
え
よ
う
と
、
各
地
に
写
し
が
で

き
た
と
い
い
、
武
州
八
十
八
霊
場
も
そ

の

一
つ
だ
。

八
十
八
霊
場
の
流
行
で
、
村

々
で
は

遍
路
姿
の
人
々
を
接
待
す
る
よ
う
に
な

り
、
各
地
と
の
情
報
交
換
も
盛
ん
に
な

っ
た
。
す
る
と
幕
府
は
政
治
批
判
の
流

布
を
お
そ
れ
、
千
年
忌
が
過
ぎ
る
と
触

れ
書
き
を
出
し
て
禁
止
。
札
所
は
壊
さ

れ
、
各
地
の
八
十
八
霊
場
は
衰
退
し
た
。

大
舘
さ
ん
は
１
９
５
４
年
ヽ
田
富
虎

彦

の
小
説
を
元
に
し
た
映
画

「
足
摺

岬
」
の
主
人
公
に
共
感
し
、
四
国
の
足

摺
岬
を
訪
れ
た
。
帰
路
ヽ
札
所
３８
番
金

剛
福
寺
か
ら
３７
番
岩
本
寺
ま
で
遍
路
道

を
数
日
歩
き
、
道
端
に
残
る
小
さ
な
墓

石
が
肩
を
寄
せ
合
う
姿
に
心
を
打
た
れ

た
。
そ
の
後
、
武
州
八
十
八
霊
場
の
順

路
案
内
書
を
見
つ
け
、

「埼
玉
版
お
遍

路
」
を
ス
タ
ー
ト
。

６７
番
延
命
寺
（川

越
市
笠
幡
）
を
振
り
出
し
に
参
拝
を
重

ね
、
寺
の
歴
史
や
由
来
を
調
べ
た
。

歩
い
て
み
る
と
実
態
は
様

々
で
、
大

樹
の
桜
が
咲
く
延
命
寺
、
深
山
の
大
寺

に
圧
倒
さ
れ
た
１６
番
仏
心
院

（
越
生

町
）
、
三
重
塔
が
見
事
な
８６
番
安
楽
寺

鵞

辮

瓢

蟹

り

が

認

初

も
。
今
で
は
武
州
八
十
八
霊
場
を
知
る

人
も
少
な
く

「自
分
の
寺
が
札
所
と
知

ら
な
い
住
職
も
い
る
」
と
大
舘
さ
ん
。

高
齢
に
な
り
、
歩
く
の
は
厳
し
く
な

る
ば
か
り
だ
が

「も
う

一
度
、
自
分
の

足
で
巡
拝
し
た
い
」
と
思
い
を
新
た
に
、

・５
年
が
か
り
で
踏
査
し
た
実
情
を
ま
と

め
た
。
Ａ
５
変
型
判
（
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

２
２
８
奮
。
２
千
円

（税
別
）
。
問
い

合
わ
せ
は
同
出
版
会

（０
４
８

ｏ
７
１

ｌ

ｏ
８
０
４
１
）
。
　

　

（大
脇
和
明
）

順路案内書手がかリ
ー
寺の歴史探る

大舘さんが書いた「幻の武州八十

八霊場 埼玉の古寺をたずねて」


